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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成28年8月4日(2016.8.4)

【公開番号】特開2015-70056(P2015-70056A)
【公開日】平成27年4月13日(2015.4.13)
【年通号数】公開・登録公報2015-024
【出願番号】特願2013-201828(P2013-201828)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｋ   5/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｋ    5/02     　　　Ｑ

【手続補正書】
【提出日】平成28年6月10日(2016.6.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底板と、
　外面に係合突起が形成された側壁と
を備えた下部ケースと、
　天板と、
　係合孔が形成された側壁と
を備えた上部ケースと
を有し、
　前記下部ケースの側壁は、当該側壁の上端部から伸びる突出部と、前記突出部が設けら
れた領域に形成されたねじ穴とを有し、
　前記上部ケースは、前記天板から前記上部ケースの側壁にかけて形成された切欠孔を有
し、
　前記切欠孔は、前記天板に形成された天板切欠部と前記上部ケースの側壁に形成された
側壁切欠部とからなり、
　前記下部ケースの突出部が前記上部ケースの天板切欠部に係合して、前記側壁切欠部か
ら前記ねじ穴が露出し、かつ、
　前記下部ケースの係合突起が前記上部ケースの係合孔に係合されることを特徴とする電
子部品用ケース。
【請求項２】
　底板と、
　外面に係合突起が形成された側壁と
を備えた下部ケースと、
　天板と、
　係合孔が形成された側壁と
を備えた上部ケースと
を有し、
　前記下部ケースは、前記底板の内面側に形成された基板位置決め用突起を有し、
　前記上部ケースは、前記天板の内面側に形成され、前記下部ケースの基板位置決め用突
起に対応する基板押え用突起を有し、
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　前記下部ケースと前記上部ケースの間に電子部品を収容する際に、前記電子部品の基板
の基準穴に前記下部ケースの基板位置決め用突起を挿通させ、前記上部ケースの基板押え
用突起で電子部品の基板の基準穴の周囲を押圧し、かつ、
　前記下部ケースの係合突起が前記上部ケースの係合孔に係合され、
　前記基板位置決め用突起の内部には、前記底板の外面側に開口する空洞孔が形成され、
前記基板押え用突起の内部には、前記天板の外面側に開口する空洞孔が形成されているこ
とを特徴とする電子部品用ケース。
【請求項３】
　前記下部ケースの突出部の外側端部が面取りされており、かつ、前記切欠孔が設けられ
た領域の前記上部ケースの側壁の内側端部が面取りされていることを特徴とする請求項１
に記載の電子部品用ケース。
【請求項４】
　前記ねじ穴は、前記下部ケースの側壁から突出部にまたがって形成されていることを特
徴とする請求項１に記載の電子部品用ケース。
【請求項５】
　前記下部ケースは、前記底板の内面側に形成された基板位置決め用突起を有し、
　前記上部ケースは、前記天板の内面側に形成され、前記下部ケースの基板位置決め用突
起に対応する基板押え用突起を有し、
　前記下部ケースと前記上部ケースの間に電子部品を収容する際に、前記電子部品の基板
の基準穴に前記下部ケースの基板位置決め用突起を挿通させ、前記上部ケースの基板押え
用突起で電子部品の基板の基準穴の周囲を押圧し、
　前記基板位置決め用突起の内部には、前記底板の外面側に開口する空洞孔が形成され、
前記基板押え用突起の内部には、前記天板の外面側に開口する空洞孔が形成されているこ
とを特徴とする請求項１又は３に記載の電子部品用ケース。
【請求項６】
　前記下部ケースの基板位置決め用突起は下側の径大部と上側の径小部とを含み、
　前記上部ケースの基板押え用突起は、先端から内部に形成された凹部を含み、
　前記電子部品の基板の基準穴に前記基板位置決め用突起の径小部が挿通され、かつ、前
記径小部の先端が前記基板押え用突起の凹部に配置されることを特徴とする請求項２又は
５に記載の電子部品用ケース。
【請求項７】
　前記径大部と前記径小部とはそれぞれ柱状に形成され、かつ、各上部周縁が面取りされ
ていることを特徴とする請求項６に記載の電子部品用ケース。
【請求項８】
　前記上部ケース及び前記下部ケースは、純アルミニウム、又はアルミニウム－マグネシ
ウム合金から形成されることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか一項に記載の電子部
品用ケース。
【請求項９】
　　底板と、
　外面に係合突起が形成された側壁と
を備えた下部ケースと、
　天板と、
　係合孔が形成された側壁と
を備えた上部ケースと、
　前記下部ケースと前記上部ケースとの間に収容された電子部品と
を有し、
　前記下部ケースの側壁は、当該側壁の上端部から伸びる突出部と、前記突出部が設けら
れた領域に形成されたねじ穴とを有し、
　前記上部ケースは、前記天板から前記上部ケースの側壁にかけて形成された切欠孔を有
し、
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　前記切欠孔は、前記天板に形成された天板切欠部と前記上部ケースの側壁に形成された
側壁切欠部とからなり、
　前記下部ケースの突出部が前記上部ケースの天板切欠部に係合して、前記側壁切欠部か
ら前記ねじ穴が露出し、かつ、
　前記下部ケースの係合突起が前記上部ケースの係合孔に係合されることを特徴とする電
子部品装置。
【請求項１０】
　底板と、
　外面に係合突起が形成された側壁と
を備えた下部ケースと、
　天板と、
　係合孔が形成された側壁と
を備えた上部ケースと、
　前記下部ケースと前記上部ケースとの間に収容された電子部品と
を有し、
　前記下部ケースは、前記底板の内面側に形成された基板位置決め用突起を有し、
　前記上部ケースは、前記天板の内面側に形成され、前記下部ケースの基板位置決め用突
起に対応する基板押え用突起を有し、
　前記下部ケースと前記上部ケースの間に電子部品を収容する際に、前記電子部品の基板
の基準穴に前記下部ケースの基板位置決め用突起を挿通させ、前記上部ケースの基板押え
用突起で電子部品の基板の基準穴の周囲を押圧し、かつ、
　前記下部ケースの係合突起が前記上部ケースの係合孔に係合され、
　前記基板位置決め用突起の内部には、前記底板の外面側に開口する空洞孔が形成され、
前記基板押え用突起の内部には、前記天板の外面側に開口する空洞孔が形成されているこ
とを特徴とする電子部品装置。
【請求項１１】
　前記電子部品は、記憶素子であることを特徴とする請求項９又は１０に記載の電子部品
装置。
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